
b 

(4) 鶏舎実態調査報告

〈道東地区〉

帯広畜産大学 鈴木省-o高畑 英彦

光本孝次。伊藤 道秋

芽室町農業改良普及所 大館 稔・丹代建男

1. 調査晃事舎の選定

芽室町VC;j;-，.いて、コンクリートモノレタノレ鶏舎として早百志洲夫氏のもの〈農家番号 14 )、ピニーノレ簡易鶏

舎として丹代稔氏の鶏舎(農家番号 15 )を選定した。

前者は、平飼 130羽収容、後者は単飼クージ I，O4 0羽で、飼育条件がととなb、比較は困難であった0

2. 一調査地の概況なよび調査C主点

芽室町は、豆類を中心倒勿とする畑作地帯にあb、全農家約九 500戸中 I，25 0戸VC;j;-，.いて、約65，000

羽の鶏が飼育され、養鶏がよく普及している。芽室町C属する十勝は、冬期間の低温が道内ではもっとも厳し

いとされ、 1日の寒暖の差の大きい点も著るしい特徴と左っているので、鶏舎内外C温度の変動を中心に一調査

を行左ったO

3. 鶏舎構造の概要

(吋 モJレタ Jレ鶏舎〈農家番号 14 ) 

木造モノレタJレ仕上げ2階建、 1階は豚舎として使用、 2階の鶏舎部分の面積はl'0.8mx 3. 6m=3 8.88 m. 

( 1 2坪〉で、平飼い 130羽収容。 町

床 タノレキ上に、建築紙をはさんだ2枚板張

壁 柱をはさんで小幅板を横K打ち、外面モノレタJレ、内面ベニヤ張

窓 ガラス戸、 1重引きちがえ〈東側約 2m9、南側約 4m.、床面積の約 15 % ) 

屋根 天井左し。屋根は 3分野1也板に柾.トタン張

換気孔 左Lo窓の開閉によって調節

(ゆ ビニーJレ簡易鶏舎(農家番号15)

堀立て、ビニール2重張、面積は 6.3 m， x 3 2. 4 m = 2 0 4. 12m' ( 6 3坪〉、単飼クージ I，0 4 0羽分

2段雛段配置o

床土問

壁 柱両側に細板〈ドワブテ〉を打ち、この外側K亀甲金網を止め、両側よ.!?tJ. 1伽ビニーノレ張、内側に

麻布カーテン取付けc C従って、夜間は 5重構造〉
屋根 砂付ノレーフイング、波トタン張

換気孔 排気子L3 C内 1は換気扇使用入ぞの他、換気用回転窓 1カ所

4. 温度(7日巻自記温度計で測定〉

(司 モノレタノレ鶏舎
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1月 11日から 2月 10日まで 31日聞の鶏舎内外の最高。最低気温を、産卵率と対比して示すと第 1図

のと:;t，.>JJである。

この期間中、舎内の最低気温はほとんど氷点下であb、-5じ以下の日も 7日を数え、 1日の温度差も大き

く、明らかに保温についての欠陥が認められる。ぞの鶏の生産に対する影響をみると、換羽鶏がいたため産卵

率は総体的に低いが、第 1図Cよ5VC、低温の日Kは産卵率が低下する傾向が認められ、その生理的左機作に

ついてはここで論じられ左いにしても、寒冷が産卵に悪影響を与えている事実を看過することはでき左い。

との舎内温度の低下は、モノレタノレで賊風を防止しでも、特に天井に対する断熱材を使用しまければ¥十分左

保温効果を期待し得左いζとや、窓の広さと構造、天井の高さと構造K問題のあるとと左どを示している。

したがって、その対策としては、断熱材の使用。窓面積の縮少(平飼では、構造と飼育羽数に応じて、床面

積の 5%以下K減じ得る〉・二重窓。ビニール張。カーテン取付け。天井張左どが考えられ、これらによって、

夜間から朝にかけての低温をか左b防止でき、 1日の温度差を小さくするととも可能であろ 50

(司 ビニーJレ簡易鶏舎

第2図K示ナ通b、舎外温度はモノレタノレ鶏舎の場合とほとんど変b左かったのに対し、舎内温度は大体零

民以上で、_2 Oc以下K下る日は全く左〈、 1日の最高最低温度差弘モルタノレ鶏舎の平均 13. 60C vc対して、

ス2
0C
と約2分の 1になって;t">JJ、ビニーノレによる密封方式は、保温の面ではか左Dの効果を上けwている。

ただし、産卵率平均 7O. 7婦、この 1カ月の淘汰率 6.9婦とい5成績は、 2年鶏が約 15 %含まれているこ

とを考慮K入れても、まだぞの能力を十分K発揮させる余地があると考えられる。後に述べる湿度も、ぞむ問

題点のーっと左るであろう。

(吋 1日の温度変化

第五図は、調査期間中の 2時間毎の温度の平均値で¥両鶏舎共 14時に最高で、以後漸次低下し、 6""， 8

時K最低と左る変化をたどる。

両鶏舎の舎外温度を比べると、丹代氏のビニーノレ鶏舎は市街に近い関係からか、日中の気温はやや高いが、

大体同ーの型とみることができる。

舎内温度では、早百氏のモノレタノレ英皇舎は舎外とほとんど変ら左い温度変化の型を示し、 1日の温度差は舎外

よbもむしろ大きいほどで、夜から朝にかけての保温の重要性が、ここにも表われている。その点、ビニーノレ

鶏舎の方は、温度差点1小さく、夜間の温度低下防止にか左b成功していると言えよ 50

5. 湿 度〈自記毛髪湿度計で測定〉

調査期間の相支す湿度の平均値弘温度と共に第 1表に示した。

第 1表 相対湿度 p 温度の最高・最低値(3 1日聞の平均〉

築 湿建 相 対 度 % 温 度 。C

様 式 最 I司Eコ 耳長ヨ支 低 最 I主司主T 最 低

モノレタノレ 、80 5 7 一 3. 3 - 1 4. 0 
舎外

ビニーノレ 8 2 5 5 一 2. 2 - 1 4. 5 

モノレタノレ 7 8 5 6 1 O. 3 一 3. 3 
舎内

9 2 7 3 8. 9 1. 7 

民
)



第 1表に明らか左よ 5VC、モノレタ Jレ鶏舎では、外気とほぼ同じ相支す湿度であるが、ビニーノレ鶏舎では、最高

・最低ともに舎外よ b約 15 %高く、ビニーノレ密閉方式の欠点をよく表わし℃いる。しかし、換気をよくして

湿度を低下させれば、当然温度の低下を招くから、温度・湿度の両面を同時に解決するのは難かしい。

6. 施設・設備費
'ー

両鶏舎とも、 1羽当b約 500円の胞設・設備費を要し(モノレタノレ鶏舎46 7円、ビニーノレ鶏舎 49 5円〉 γ

また、年間 1羽あたbの消却費を換算すると、モノレタJレ鶏舎三 3円tビニーノレ鶏舎 50円と左D'¥ビニーJレ鶏

舎の方が経済的と言え左い面もあるが、早苗氏のモJレタJレ鶏舎は単独鶏舎では左く、豚舎と共用であるため建

築費が比較的安くついている点も考慮、に入れる必要がある。

また、指設、設備費の中1 建築費はモノレタJレ長島舎 10 0婦、ビニーノレ鶏舎 61婦を占め、平飼とクージ飼の

様式の相異から、単純左比較は困難であるが、平飼でもクージ飼でも同じ生産効率が期待されると仮定すれば、

建築費と耐用年数からみてビニーノレ鶏舎は不利で、今後、飼育技術とともに、実害舎施設の経済面も十分検討す

る要がある 5と思われる。

ス総 括

芽室町K沿いて、コンクリートモノレタノレ造鶏舎とビニーノレ簡易鶏舎各 1例の調査を行左った。

調査鶏舎C現状では、寒冷期の保温の点でビニーノレ鶏舎の密封方式の成功を認めたが、舎内の湿良と昇に問

題があb、一方、モJレタノレ鶏舎では、小羽数副業養鶏で細かい注意が払われてい左いため、保温よ大き左欠陥

が表われていた。

調査ビニーノレ鶏舎は、建設後約 10年を経て1 その問多ぐの経験と改善があb、ζの方式で・は、さらに改良

する方法は困難と判断され、ぞの欠点を除き 5る寒冷地用鶏舎構造について、経済面をも合わせた検討が必要

と考えられる。
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2 !I 1月

;:;tア 1図 早苗氏モルタル鶏舎の温度と産卵率

(最高なよび最低温度、実線は舎外、破線は舎内〉
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/f2図 丹代氏巴ニール鶏舎の温度と産卵率

(最高台よび最低温度、実線は舎外、破線は舎内〉
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/f3図 1日の温度変化(3 1日間の平均〉

実線:早苗氏モルタル鶏舎

破線:丹代氏ビニール鶏舎
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